

















関しては試行段階にある。そこで、本研究では、食中毒細菌である Listeria monocytogenes の疫
学研究の 3つのテーマに対して次世代シーケンサによる全ゲノム解析を適用し、これまで技術的な
限界から未解明とされてきた事柄に対して知見を得た。 


























最終試験は 2月 19日に行われた。学術論文は２編(いずれも、BMC Microbiology) が第 1著者とし
て発表済みであると共に、1 篇が審査中であることを確認した。また、参考論文において２編の発
表がなされていることを確認した。また講演発表は４回（自身発表は３回）行っていることも確認
した。合同セミナーへの出席は、企業型プロジェクトへの参加で対応していることを確認した。 
主論文の学術論文３論文はすべて英語で書かれており、語学能力については問題ないと判断した。
また、専門知識については公開発表会(2月 19日)当日の質疑や予備審査時でのディスカッションを
含め十分であると審査委員一同確認した。 
以上から、申請者について論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
